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論 文 題 目 ヤマトアザミテントウ（コウチュウ目：テントウムシ科）が示 アザミ 植
物（キク科）への局所適応の実態と生殖的障壁の隠蔽的な発達

局所適応は “自身の生息環境において他集団よりも高い適応度を示す状態 ’'と定義される現象で
あり、近年の種分化に関する実証的および理論的研究の進展により、これが、生態的種分化の発端
的状況にあたるという理解が進んだ。植食性昆虫では、寄主の地理的分布や存在址の地理的不均一
性により、地理的集団間で利用する寄主が異なるという寄主利用状況に関する地理的変異が生じる
場合が少なくない。この地理的変異は植食性昆虫のそれぞれの地理的集団による自身の寄主への適
応を通じて、分岐的な寄主特異性の進化を促す可能性があり、この過程により形成される適応の地
理的パタ ーンは、しばしば寄主利用能力における局所適応として検出される。この異所的条件で生
じた局所適応は、昆虫集団の二次的接触時に “移入者の生存不能 ’'として作用する可能性があるこ
とに加え、自身の寄主に対する高い選好性の発達に伴う ‘‘生息場所隔離” としても、生殖隔離に寄
与する可能性がある。よって、異所的条件下における局所適応は、生殖的障壁が隠蔽的に発達する
過程であると捉えられる。

植食性昆虫において寄主特異的な局所適応が生じていることを報告した先行研究においては、科
や属レベルで異なる遠縁の植物への適応に関するものが多い一方で、同属の植物や同種植物の集団
や個体といった近縁な寄主に対する適応に注目したものは相対的に少ない。この事実は、植食性昆
虫を対象とした種分化研究において、近縁な寄主への局所適応の影陛が過小評価されてきたことを
意味している可能性がある。遠縁の寄主間の遺伝的／生態的変異の差の規模は、それぞれの寄主の種
内変異よりもはるかに大きいため、異なる寄主を利用する地理的集団では、昆虫の地理的分布域に
おけるどの集団間の比較においても局所適応の程度は同程度に著しいことが予測される。一方で、
近縁な寄主間の追伝的／生態的変異の規模は、遠縁の寄主間と比較して小さいが、この事実は、比較
する寄主の組合せを変えることで、寄主の遺伝的／生態的変異の規模の変動が局所適応の強度に及ぼ
す影勝をより細かいスケ ールで解明できるという利点となりうる。これは、近縁な寄主に対して局
所適応を示す昆虫ー植物の系が種分化の発端的状況をより詳細に理解する上で適した対象である
ことを意味している。

植食性テントウムシの一種であるヤマトアザミテントウ（コウチュウ目：テントウ ムシ科；以下、
ヤマト）は、アザミ属植物（キク科）を寄主とするスペシャリストである。日本におけるアザミ属
植物は地理的分布域が種間で明瞭に分かれている場合が多いことから、ヤマトには各生息地におい
て寄主として利用するアザミの種が異なるという地理的変異が生じている。本研究では、東北地方
に生息するヤマトとアザミ属植物の系を対象に、近縁な寄主に対する局所適応が普遍的に生じてお
り、これが生殖的障壁として阻蔽的に作用しているという仮説を立て、その検証に取り組んだ。

第2章では、野外調査を通じて東北地方に生息するヤマトの地理的集団がミネアザミ（以下、ミ
ネ）、キタカミアザミ（以下、キタカミ）、ダキバヒメアザミ（以下、ダキバ）、ナンプアザミ（以
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